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大　

木　

ひ
さ
よ

日
本
人
作
家
と
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

│
│
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
所
蔵
の
選
考
資
料（
1
9
5
8
～
1
9
6
9
）を
め
ぐ
っ
て
│
│

　

今
回
の
資
料
紹
介
は
、
日
本
人
作
家
が
選
考
の
視
野
に
入
っ

た
1
9
5
8
年
か
ら
、
川
端
康
成
が
受
賞
し
た
1
9
6
8
年
度
、

お
よ
び
そ
の
翌
年
1
9
6
9
年
度
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
は
、
そ

の
全
文
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
で
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
稿

者
（
大
木
）
が
日
本
語
に
訳
し
紹
介
す
る
。

　

 

又
、
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
選
考
議
事

録
の
資
料
か
ら
、
日
本
人
作
家
へ
向
け
ら
れ
た
全
容
を
、
基

本
的
に
ア
ー
カ
イ
ブ
記
載
そ
の
ま
ま
の
文
章
構
成
（
段
落
や
、

マ
ス
目
空
け
等
）
に
し
て
あ
る注

１

。
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が
、
現
在
ア
カ
デ
ミ
ー
の
図
書
館
に
残
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

一
番
最
初
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
訳
は
、
1
9
5
5
年
の
『
蓼
喰
ふ

虫
』（
ニ
ー
ル
ス
・
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
ソ
ン
訳
）
で
あ
る
。

1
9
5
8
年	

西
脇　

順
三
郎

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」

11
）
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
す
る
だ
け
の
資
料
と
な
る
、
翻
訳
さ
れ
た

作
品
が
な
か
っ
た
。

1
9
5
9
年	

日
本
人
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
家
な
し

1
9
6
0
年	

西
脇　

順
三
郎

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」

57
）
西
脇　

順
三
郎
は
、
東
京
大
学
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
教
授

で
あ
る
、
辻　

直
四
郎
氏
か
ら
の
推
薦
を
受
け
た
。

こ
の
66
歳
の
日
本
の
詩
人
で
あ
る
、 

西
脇
順
三
郎
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム

的
な
作
風
の
詩
を
作
る
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
翻
訳
さ
れ
て
い
る
作
品
が
少
な
く
、
彼
の
作
品
を
も
う
少
し

評
価
す
る
だ
け
の
資
料
が
足
り
な
い
の
で
、
今
回
は
ノ
ミ
ネ
ー
ト
か

日
本
人
作
家
を
対
象
と
し
た
コ
メ
ン
ト
（
選
考
議
事
録
）

1
9
5
8
年	

谷
崎　

潤
一
郎

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」

８
）  

谷
崎
の
作
品
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
幾
つ
か
の
言
語
に
翻
訳
さ

れ
て
い
る
事
な
ど
か
ら
、
作
品
の
知
名
度
が
上
が
っ
て
来
た
う
え
に
、

現
在
の
日
本
文
学
界
の
中
で
も
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
で
あ
る
。
そ
の

中
で
、
最
も
有
名
な
作
品
は
家
族
問
題
を
取
り
上
げ
た “Systrarna 

M
akioka

”『
蒔
岡
姉
妹
』 

だ
ろ
う
。
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、

谷
崎
は
母
国
の
日
本
の
習
慣
と
社
会
変
化
、
例
え
ば
国
際
化
が
進
み

つ
つ
あ
る
日
本
が
、
日
本
の
古
い
伝
統
を
な
く
し
始
め
て
い
る
様
子

な
ど
を
鋭
く
観
察
し
、
そ
れ
を
作
品
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。
谷
崎
は
、

深
い
知
識
の
あ
る
自
然
主
義
派
で
あ
り
な
が
ら
、
心
理
的
な
側
面
か

ら
物
事
を
観
察
し
て
い
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る

小
説
、“N

ågra föredraga nässlor

”『
蓼
食
う
虫
』
は
、
素
晴
ら

し
い
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
こ
で
は
、
日
本
の
現
実
が
繊
細
さ

と
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
覆
わ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
。
我
々
は
彼

の
芸
術
家
と
し
て
の
観
察
力
を
評
価
し
て
い
る
。
委
員
会
は
こ
の
よ

う
な
理
由
か
ら
彼
の
推
薦
を
承
認
す
る
も
の
の
、
今
の
と
こ
ろ
は
、

彼
を
ノ
ー
ベ
ル
受
賞
作
家
と
し
て
さ
ら
に
上
の
段
階
ま
で
推
薦
す
る

こ
と
は
な
い
。

「
稿
者
の
注
釈
」

　

議
事
録
に
は
、
各
作
家
の
名
前
の
前
に
番
号
が
付
け
て
あ
る
。
例

え
ば
、
1
9
5
8
年
度
の
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
、
谷
崎
潤
一
郎
に
は
、

８
番
が
つ
い
て
い
た
。

　

Systrarna M
akioka

と
、
ア
ー
カ
イ
ブ
中
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
語
記
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
蒔
岡
姉
妹
』（『T

he m
akioka 

sisters

』
1
9
5
7
年
英
訳
）
の
こ
と
で
あ
る
。

　

又
、
こ
の
コ
メ
ン
ト
に
あ
る
『
蒔
岡
姉
妹
』
と
は
、『
細
雪
』
の

こ
と
で
あ
る
。
本
来
の
日
本
語
で
の
題
名
が
『
細
雪
』
で
あ
る
の
に
、

翻
訳
さ
れ
た
時
は
そ
れ
が
何
故
『
蒔
岡
姉
妹
』
に
変
わ
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
こ
の
小
説
の
内
容
は
、
蒔
岡
家
の
四
姉
妹
に
つ
い
て
描

か
れ
て
い
る
た
め
、
翻
訳
者
（
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
訳
）
が
、
小

説
の
ポ
イ
ン
ト
を
さ
ら
に
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
『
蒔
岡
姉

妹
』（『T

he m
akioka sisters

』
1
9
5
7
年
）
に
し
た
の
で
は

な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
あ
る
意
味
、
当
時
の
翻

訳
の
仕
方
に
も
関
連
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

コ
メ
ン
ト
の
後
半
に
あ
る
、N

ågra föredraga nässlor

（
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
語
直
訳
で
は
、「
数
名
は
イ
ラ
ク
サ
を
好
む
」
と
な
る
）

と
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
記
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
蓼
喰
ふ
虫
』
の

こ
と
で
あ
る
。

谷
崎
の
作
品
の
中
で
、
当
時
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
に
翻
訳
さ
れ
た
作
品
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が
、
現
在
ア
カ
デ
ミ
ー
の
図
書
館
に
残
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

一
番
最
初
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
訳
は
、
1
9
5
5
年
の
『
蓼
喰
ふ

虫
』（
ニ
ー
ル
ス
・
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
ソ
ン
訳
）
で
あ
る
。

1
9
5
8
年	
西
脇　

順
三
郎

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」

11
）
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
す
る
だ
け
の
資
料
と
な
る
、
翻
訳
さ
れ
た

作
品
が
な
か
っ
た
。

1
9
5
9
年	

日
本
人
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
家
な
し

1
9
6
0
年	

西
脇　

順
三
郎

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」

57
）
西
脇　

順
三
郎
は
、
東
京
大
学
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
教
授

で
あ
る
、
辻　

直
四
郎
氏
か
ら
の
推
薦
を
受
け
た
。

こ
の
66
歳
の
日
本
の
詩
人
で
あ
る
、 

西
脇
順
三
郎
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム

的
な
作
風
の
詩
を
作
る
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
翻
訳
さ
れ
て
い
る
作
品
が
少
な
く
、
彼
の
作
品
を
も
う
少
し

評
価
す
る
だ
け
の
資
料
が
足
り
な
い
の
で
、
今
回
は
ノ
ミ
ネ
ー
ト
か

ら
外
す
し
か
な
い
。

「
稿
者
の
注
釈
」

　

西
脇
順
三
郎
の
名
前
は
、
以
前
に
も
挙
が
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
毎
回
「
翻
訳
作
品
の
少
な
さ
」
の
理
由
に
よ
り
、
選
考
か
ら
外

さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
翻
訳
者
の
人
数
や
質
な
ど
か
ら
考
え
て
も
、

起
こ
り
う
る
事
で
は
あ
る
が
、
最
近
ま
で
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
者

リ
ス
ト
に
偏
り
の
あ
る
（
欧
米
や
英
語
圏
中
心
）
こ
と
が
理
解
で
き

る
と
思
う
。

　

又
、
西
脇
順
三
郎
を
推
薦
し
て
い
た
の
は
、N

aoshiro T
suji　

辻
直
四
郎
氏
で
あ
っ
た
。

辻　

直
四
郎
（
1
8
9
9
年
―
1
9
7
9
年
）
と
は
、
日
本
の
古
代

イ
ン
ド
学
者
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
）
で
あ
り
、
言
語
学
者
で
あ
っ

た
。
東
京
都
出
身
。
府
立
一
中
、
一
高
（
一
高
時
代
の
同
級
生
に
、

川
端
康
成
が
い
る
）
を
経
て
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
を
卒
業
。

1
9
4
2
年
、
東
京
大
学
教
授
。
1
9
5
0
年
、
東
京
大
学
文
学
部

長
。
1
9
6
0
年
、
慶
応
義
塾
大
学
語
学
研
究
所
教
授
。
1
9
6
1

年
、
ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
。
1
9
6
5
年

東
洋
文
庫
長
、
1
9
7
4
年
、
東
洋
文
庫
理
事
長
に
就
任
。

1
9
5
3
年
、
日
本
学
士
院
会
員
に
選
任
さ
れ
る
。
1
9
7
8
年
、

文
化
功
労
者
に
な
る
。
辻
直
四
郎
氏
は
、
1
9
5
8
年
～
1
9
6
7

年
の
間
に
、
計
７
回
に
わ
た
り
、
詩
人
の
西
脇
順
三
郎
を
ス
ウ
ェ
ー
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1
9
6
1
年	

川
端　

康
成

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」

40
）
こ
の
日
本
人
作
家
の
作
品
は
、
心
理
描
写
と
芸
術
描
写
に
優
れ

た
技
術
が
見
ら
れ
、
上
手
く
そ
れ
ら
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
然
主
義
に
影
響
を
受
け
た
彼
の
同
時
代
の
日

本
人
作
家
数
名
の
中
で
も
、
抜
き
ん
出
て
い
て
我
々
を
魅
了
す
る
も

の
が
あ
る
。
特
に
、
彼
の
作
品
の
中
で
も
、
彼
特
有
の
表
現
力
を
持
っ

て
描
か
れ
た
作
品
は
『
千
羽
鶴
』
で
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

翻
訳
さ
れ
た
今
ま
で
の
作
品
数
が
少
な
す
ぎ
る
た
め
に
、
現
在
の
状

態
で
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
授
与
す
る
に
相
応
し
い
か
ど
う
か
を
決
め
る

事
は
出
来
な
い
。
よ
っ
て
、
も
う
少
し
延
期
し
て
考
察
す
べ
き
で
あ

る
。

「
稿
者
の
注
釈
」

『
千
羽
鶴
』（T

usen traor

）
は
、
1
9
5
9
年
に
初
め
て
サ
イ
デ

ン
ス
テ
ッ
カ
ー
訳
の
英
文
で
世
界
に
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
以
前
に
は
、

『
伊
豆
の
踊
子
』（T

he Izu D
ancer

）
や
『
雪
国
』（Snow

 
Conuntry

）
が
、
1
9
5
5
、
1
9
5
6
年
に
同
じ
く
サ
イ
デ
ン

ス
テ
ッ
カ
ー
氏
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア

カ
デ
ミ
ー
で
は
『
千
羽
鶴
』
に
感
銘
を
受
け
た
と
し
て
い
る
。

1
9
6
1
年	

西
脇　

順
三
郎
と
谷
崎　

潤
一
郎

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」

55
）
西
脇
と
、
56
）
谷
崎
は
、
東
京
の
日
本
作
家
協
会
か
ら
推
薦
を

受
け
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
あ
ま
り
に
も
彼
ら
の
作
品
に
関
す
る

情
報
が
少
な
す
ぎ
る
の
で
、
今
回
は
評
価
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

し
か
し
、
も
し
現
在
の
資
料
の
中
か
ら
彼
ら
の
作
品
を
評
価
す
る
と

す
れ
ば
、
今
の
と
こ
ろ
賞
に
値
す
る
と
は
言
え
な
い
。

　
「
稿
者
の
注
釈
」

　

1
9
6
1
年
に
初
め
て
、
川
端
の
名
が
ボ
ー
ド
に
挙
が
っ
た
が
そ

れ
以
後
、
他
の
日
本
人
作
家
へ
の
興
味
が
薄
ら
い
で
き
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

　
コ
メ
ン
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、Japanska Författarföreningen, 

tokyo

は
、
そ
の
ま
ま
直
訳
し
、
東
京
・
日
本
（Japanska

）
作
家

協
会
（Författarföreningen

）
と
訳
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
ペ
ン

ク
ラ
ブ
な
の
か
、
も
し
く
は
日
本
文
藝
家
協
会
の
こ
と
を
指
す
の
か
、

稿
者
（
大
木
）
と
し
て
は
、
い
ず
れ
か
決
め
か
ね
る
。

「
議
事
録
最
後
の
、
全
体
へ
の
コ
メ
ン
ト
」

　

今
回
も
問
題
な
く
推
薦
者
を
受
け
取
っ
た
数
は
、
全
部
で
56
名
で

あ
り
、
各
国
さ
ま
ざ
ま
な
作
家
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
そ
の
内
、

今
年
初
め
て
推
薦
さ
れ
た
の
は
12
名
で
あ
る
。

デ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
に
推
薦
し
て
い
る
。（
参
照　

公
益
財
団
法
人　

東
洋
文
庫
（
2
0
1
3
年
度
版
）

1
9
6
0
年	
谷
崎　

潤
一
郎

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」

59
）
谷
崎　

潤
一
郎
は
、
シ
ー
ヴ
ァ
ッ
チ
（Siw

ertz

氏
）
ら
の
推

薦
を
受
け
た
。

H
err Ö

sterling　

エ
ス
ト
リ
ン
グ
氏

谷
崎
潤
一
郎
に
関
し
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
作
家
と
比

べ
る
と
、
そ
の
作
品
の
レ
ベ
ル
が
少
し
落
ち
る
よ
う
に
思
う
。
彼
の

代
表
作
で
あ
る
、『
蒔
岡
姉
妹
』
の
人
物
描
写
は
悪
く
は
な
い
が
、

作
品
全
体
を
考
え
る
と
、
そ
の
言
葉
使
い
な
ど
が
、
重
す
ぎ
て
潤
い

に
欠
け
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
は
現
在
、
近
代
的
な
も
の
を
求

め
て
い
て
作
品
の
テ
ー
マ
や
物
語
は
興
味
深
い
。
し
か
し
な
が
ら
そ

の
言
葉
使
い
や
表
現
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
谷
崎
を
推
薦
し
た
、Siw

ertz.

氏
は
谷
崎
に
対
し
て
は
コ
メ
ン
ト

を
残
し
て
い
な
い
。）

「
稿
者
の
注
釈
」

　

1
9
6
0
年
度
の
資
料
に
よ
る
と
、
西
脇
順
三
郎
は
最
終
候
補
に

は
残
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
谷
崎
潤
一
郎
は
、
最
後
の
５
人
の
中
に

入
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
年
の
ラ
ン
ク
付
け
は
、
１
、 

サ
ン
ジ
ョ
ン
・
ペ
ル
ス
（Saint-John Perse

）　

２
、
ア
ン
ド
レ
・

マ
ル
ロ
ー
（A

ndré M
alraux

）、
３
、
イ
ボ
・
ア
ン
ド
リ
ッ
チ

（Ivo A
ndric

）　

４
、
ハ
イ
ネ
リ
ッ
チ
・
ボ
ー
（H

einrich Böll

）、

そ
し
て
５
番
目
に
、
谷
崎　

潤
一
郎
（Junichiro T

anizaki

）
で

あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
最
終
段
階
に
残
っ
た
、
他
の
作
家
へ
の
コ
メ
ン
ト
と
谷

崎
へ
の
コ
メ
ン
ト
を
比
べ
る
と
、
谷
崎
氏
へ
の
コ
メ
ン
ト
は
一
つ
し

か
な
い
の
で
、
５
人
の
中
で
は
受
賞
す
る
可
能
性
が
低
か
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
、
三
番
のIvo A

ndric

（
イ
ボ　

ア
ン
ド
リ
ッ
チ
）
に
対

す
る
コ
メ
ン
ト
は
、
そ
の
評
価
が
高
い
こ
と
が
窺
え
る
。

　

そ
れ
は
、
四
人
も
の
審
査
員
が
彼
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
て

い
る
。

　

ま
た 

エ
ス
ト
リ
ン
グ
氏
は
、
こ
の
年
の
受
賞
者
候
補
の
中
で
の

特
に
高
い
可
能
性
と
し
て
（
こ
の
５
人
の
中
で
）、
次
の
作
家
２
人

を
挙
げ
て
い
た（
２
）。

１
、Ivo A

ndric 　

イ
ボ　

ア
ン
ド
リ
ッ
チ

�

（
1
9
6
1
年
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
）

２
、Saint-John Perse　

サ
ン=

ジ
ョ
ン
・
ペ
ル
ス

�

（
1
9
6
0
年
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
）
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1
9
6
1
年	

川
端　

康
成

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」

40
）
こ
の
日
本
人
作
家
の
作
品
は
、
心
理
描
写
と
芸
術
描
写
に
優
れ

た
技
術
が
見
ら
れ
、
上
手
く
そ
れ
ら
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
然
主
義
に
影
響
を
受
け
た
彼
の
同
時
代
の
日

本
人
作
家
数
名
の
中
で
も
、
抜
き
ん
出
て
い
て
我
々
を
魅
了
す
る
も

の
が
あ
る
。
特
に
、
彼
の
作
品
の
中
で
も
、
彼
特
有
の
表
現
力
を
持
っ

て
描
か
れ
た
作
品
は
『
千
羽
鶴
』
で
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

翻
訳
さ
れ
た
今
ま
で
の
作
品
数
が
少
な
す
ぎ
る
た
め
に
、
現
在
の
状

態
で
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
授
与
す
る
に
相
応
し
い
か
ど
う
か
を
決
め
る

事
は
出
来
な
い
。
よ
っ
て
、
も
う
少
し
延
期
し
て
考
察
す
べ
き
で
あ

る
。

「
稿
者
の
注
釈
」

『
千
羽
鶴
』（T

usen traor

）
は
、
1
9
5
9
年
に
初
め
て
サ
イ
デ

ン
ス
テ
ッ
カ
ー
訳
の
英
文
で
世
界
に
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
以
前
に
は
、

『
伊
豆
の
踊
子
』（T

he Izu D
ancer

）
や
『
雪
国
』（Snow

 
Conuntry

）
が
、
1
9
5
5
、
1
9
5
6
年
に
同
じ
く
サ
イ
デ
ン

ス
テ
ッ
カ
ー
氏
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア

カ
デ
ミ
ー
で
は
『
千
羽
鶴
』
に
感
銘
を
受
け
た
と
し
て
い
る
。

1
9
6
1
年	

西
脇　

順
三
郎
と
谷
崎　

潤
一
郎

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」

55
）
西
脇
と
、
56
）
谷
崎
は
、
東
京
の
日
本
作
家
協
会
か
ら
推
薦
を

受
け
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
あ
ま
り
に
も
彼
ら
の
作
品
に
関
す
る

情
報
が
少
な
す
ぎ
る
の
で
、
今
回
は
評
価
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

し
か
し
、
も
し
現
在
の
資
料
の
中
か
ら
彼
ら
の
作
品
を
評
価
す
る
と

す
れ
ば
、
今
の
と
こ
ろ
賞
に
値
す
る
と
は
言
え
な
い
。

　
「
稿
者
の
注
釈
」

　

1
9
6
1
年
に
初
め
て
、
川
端
の
名
が
ボ
ー
ド
に
挙
が
っ
た
が
そ

れ
以
後
、
他
の
日
本
人
作
家
へ
の
興
味
が
薄
ら
い
で
き
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

　
コ
メ
ン
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、Japanska Författarföreningen, 

tokyo

は
、
そ
の
ま
ま
直
訳
し
、
東
京
・
日
本
（Japanska

）
作
家

協
会
（Författarföreningen

）
と
訳
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
ペ
ン

ク
ラ
ブ
な
の
か
、
も
し
く
は
日
本
文
藝
家
協
会
の
こ
と
を
指
す
の
か
、

稿
者
（
大
木
）
と
し
て
は
、
い
ず
れ
か
決
め
か
ね
る
。

「
議
事
録
最
後
の
、
全
体
へ
の
コ
メ
ン
ト
」

　

今
回
も
問
題
な
く
推
薦
者
を
受
け
取
っ
た
数
は
、
全
部
で
56
名
で

あ
り
、
各
国
さ
ま
ざ
ま
な
作
家
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
そ
の
内
、

今
年
初
め
て
推
薦
さ
れ
た
の
は
12
名
で
あ
る
。
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川
端
康
成　
　
　

推
薦　

�

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ�

 
 （Japanska pennklubben

）

西
脇
順
三
郎　
　

推
薦　

�

日
本
ア
カ
デ
ミ
ー 

（J
a

p
a

n
s

k
a 

akadem
ien

）・
辻
直
四
郎
氏　
　

1
9
6
3
年	

川
端　

康
成

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　　

38
）
今
年
は
、
４
人
日
本
人
作
家
の
候
補
者
が
い
る
が
、
彼
ら
の
作

品
を
十
分
に
考
察
す
る
、
こ
ち
ら
の
判
断
材
料
と
な
る
資
料
／
知
識

が
欠
け
て
い
る
。
又
、
こ
の
４
人
の
中
で
、
特
に
川
端
の
作
品
が
一

番
評
価
出
来
る
と
も
現
時
点
で
は
言
え
な
い
の
で
、
今
年
は
川
端
を

こ
れ
以
上
推
薦
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

1
9
6
3
年	

西
脇　

順
三
郎

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　　

53
）
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
教
授
か
ら
の
意
見
に
従
い
、
西
脇
を
こ
れ

以
上
推
薦
し
な
い
こ
と
に
し
た
。

「
稿
者
の
注
釈
」

　

こ
の
コ
メ
ン
ト
に
あ
る
よ
う
に
、
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
ド
ナ
ル
ド
・

「
稿
者
の
注
釈
」

　

川
端
康
成
は
、
そ
の
12
名
の
内
の
１
名
で
あ
っ
た
。　

　

谷
崎
、
西
脇
は
、
1
9
6
1
年
の
段
階
で
、
３
度
（
1
9
5
8
年
、

1
9
6
0
年
、
1
9
6
1
年
）
と
議
事
録
に
名
が
載
っ
て
い
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
点
で
は
、
日
本
人
の
ど
の
作
家
も
最
終
リ
ス

ト
５
名
の
中
に
は
入
っ
て
い
な
い
。

1
9
6
2
年	

谷
崎　

潤
一
郎
と
川
端　

康
成

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」

15
）
谷
崎
と
、
16
）
川
端
へ
の
推
薦
は
、
委
員
会
か
ら
の
意
向
に
よ

り
、
結
局
最
終
リ
ス
ト
に
載
せ
る
事
は
出
来
な
い
。
若
い
方
の
川
端

の
詩
的
な
作
品
ス
タ
イ
ル
は
、
確
か
に
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
あ
り
、

芸
術
的
な
要
素
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
日
本
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
出
来
る
。
一
方
の
谷
崎
の
作
品
は
、『
蒔
岡
姉
妹
』
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
自
然
主
義
の
親
戚
の
よ
う
な
小
説
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は

西
洋
文
学
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
と
言
え
る
。『
蒔
岡
姉
妹
』

を
は
じ
め
、
彼
の
作
品
は
往
々
に
し
て
西
洋
文
学
の
影
響
を
強
く
受

け
て
い
る
自
然
主
義
小
説
で
あ
る
。

「
稿
者
の
注
釈
」

　

川
端
の
描
く
（
日
本
ら
し
さ
）
に
対
し
て
、
谷
崎
が
描
い
た
世
界

を
、（
西
洋
文
学
か
ら
の
影
響
）
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
興
味

深
い
。
こ
れ
ら
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
、
川
端
の
日
本
描
写
は
審
査
員
を

強
く
惹
き
つ
け
て
い
た
と
言
え
る
。
又
、
通
常
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ボ
ー

ド
に
挙
が
っ
て
か
ら
、
受
賞
ま
で
は
数
年
、
時
に
は
数
十
年
か
か
る

と
さ
れ
て
い
る
。

1
9
6
2
年	

西
脇　

順
三
郎

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　

37
）
日
本
人
作
家
、
西
脇
の
近
代
的
な
詩
は
、
こ
の
ノ
ー
ベ
ル
ア
カ

デ
ミ
ー
の
水
準
に
達
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

「
稿
者
の
注
釈
」

　

毎
年
、
東
京
大
学
の
辻
教
授
か
ら
西
脇
順
三
郎
に
対
し
て
の
推
薦

状
が
ア
カ
デ
ミ
ー
に
送
ら
れ
て
い
た
。
ア
カ
デ
ミ
ー
で
閲
覧
出
来
る

推
薦
状
の
内
容
に
は
、「
西
脇
順
三
郎
が
日
本
人
の
中
で
一
番
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
相
応
し
い
作
家
で
あ
る
と
、
理
解
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。」
と
言
う
内
容
で
あ
っ
た
が
、
ア
カ

デ
ミ
ー
で
は
そ
の
よ
う
に
評
価
を
し
て
は
い
な
か
っ
た
。

1
9
6
2
年
度
の
日
本
人
作
家
へ
の
推
薦
は
、
次
の
推
薦
者
、
並
び

に
団
体
か
ら
で
あ
っ
た
。

谷
崎
潤
一
郎　
　

推
薦　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
・
ヒ
ビ
ッ
ト
教
授
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川
端
康
成　
　
　

推
薦　

�

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ�

 
 （Japanska pennklubben

）

西
脇
順
三
郎　
　

推
薦　

�

日
本
ア
カ
デ
ミ
ー 

（J
a

p
a

n
s

k
a 

akadem
ien

）・
辻
直
四
郎
氏　
　

1
9
6
3
年	

川
端　

康
成

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　　

38
）
今
年
は
、
４
人
日
本
人
作
家
の
候
補
者
が
い
る
が
、
彼
ら
の
作

品
を
十
分
に
考
察
す
る
、
こ
ち
ら
の
判
断
材
料
と
な
る
資
料
／
知
識

が
欠
け
て
い
る
。
又
、
こ
の
４
人
の
中
で
、
特
に
川
端
の
作
品
が
一

番
評
価
出
来
る
と
も
現
時
点
で
は
言
え
な
い
の
で
、
今
年
は
川
端
を

こ
れ
以
上
推
薦
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

1
9
6
3
年	

西
脇　

順
三
郎

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　　

53
）
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
教
授
か
ら
の
意
見
に
従
い
、
西
脇
を
こ
れ

以
上
推
薦
し
な
い
こ
と
に
し
た
。

「
稿
者
の
注
釈
」

　

こ
の
コ
メ
ン
ト
に
あ
る
よ
う
に
、
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
ド
ナ
ル
ド
・

キ
ー
ン
教
授
（
1
9
2
2
～
）
の
意
見
に
従
っ
て
、
推
薦
基
準
を
決

め
て
い
る
こ
と
が
解
っ
た
。
こ
の
年
の
資
料
閲
覧
（
2
0
1
4
年
１

月
）
で
一
番
大
き
な
収
穫
と
な
っ
た
の
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
が
、
日
本

文
学
に
つ
い
て
の
専
門
家
を
２
名
決
め
て
、
そ
の
専
門
家
か
ら
の
意

見
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
1
9
6
3
年
度
の
資

料
を
注
意
深
く
読
み
進
め
て
く
う
ち
に
、
判
明
し
た
。

　

そ
の
専
門
家
２
名
と
は
、
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
教
授
（
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク　

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
／
日
本
語
学
科
教
授
）
と
、
エ
ド
ワ
ー

ド
・
サ
イ
デ
ィ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
氏
（
三
島
／
川
端
文
学
の
翻
訳
者
）

で
あ
る
。　

1
9
6
3
年	

 

谷
崎　

潤
一
郎

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　　
　

72
）
今
ま
で
一
度
も
、
日
本
人
作
家
に
賞
を
授
与
し
た
こ
と
が
な
い

の
で
、
是
非
と
も
日
本
人
文
学
者
に
賞
を
与
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

多
く
の
日
本
人
は
、
谷
崎
を
日
本
文
学
界
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
我
々
は
そ
れ
に
反
し
て
彼
の
作
品

は
ま
だ
賞
を
得
れ
る
ほ
ど
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
と
は
思
っ
て
い

な
い
。
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1
9
6
4
年	

西
脇　

順
三
郎

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　

53
）
彼
へ
の
推
薦
は
、
去
年
却
下
さ
れ
た
。

「
稿
者
の
注
釈
」

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
の
支
持
は
毎
回
低
い
が
、
議
事

録
の
中
に
数
年
間
（
1
9
5
8
年
～
1
9
6
7
年
）
に
亘
り
名
前
が

挙
が
っ
て
い
た
の
は
、
毎
年
日
本
か
ら
イ
ン
ド
文
学
研
究
者
の
辻
直

四
郎
と
、
日
本
作
家
協
会
1
9
6
1
年
）
と
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
（
日

本
学
士
院
）
1
9
6
3
年
が
推
薦
状
を
送
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

1
9
6
4
年	

谷
崎　

潤
一
郎

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　

67
）
日
本
文
学
の
専
門
家
が
、
今
回
こ
の
作
家
を
特
に
強
く
推
薦
し

た
。
日
本
人
候
補
者
の
中
で
は
、
第
一
人
者
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

彼
の
技
術
は
頂
点
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
同
時
に
、『
蒔
岡
姉
妹
』

の
英
語
訳
を
読
ん
だ
。
又
、
こ
の
英
訳
で
は
、
谷
崎
の
美
学
や
感
性
、

又
そ
の
文
体
が
上
手
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。

だ
が
、
最
近
翻
訳
さ
れ
た
短
編
小
説 

集
『Seven Japanes T

ales

』

で
は
、
谷
崎
の
芸
術
家
と
し
て
の
文
体
が
上
手
く
伝
わ
っ
て
来
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
時
に
、
彼
の
作
品
に
あ
る
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
は
、
西

1
9
6
3
年	

 

三
島　

由
紀
夫

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　　

46
）
専
門
家
か
ら
の
意
見
で
あ
る
、「
三
島
に
は
将
来
性
が
あ
る
」

と
い
う
事
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
一
番
最
近
英
訳
さ
れ
た

作
品
の
『
宴
の
あ
と
』
を
読
む
と
、
彼
の
技
術
的
な
才
能
を
認
識
さ

せ
る
に
は
十
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
作
品
か
ら
は
、
ど
ち
ら
か

と
言
う
と
文
学
性
よ
り
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
感
じ
取
れ
る
。
又
、

こ
の
最
新
作
に
よ
っ
て
、
彼
の
業
績
を
さ
ら
に
押
し
上
げ
た
、
と
も

思
え
な
い
。

と
に
か
く
、
今
後
も
こ
の
作
家
の
作
品
を
も
っ
と
追
跡
す
る
必
要
が

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
４
人
の
日
本
人
作
家
の
中
で
は
、
三
島
が

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
取
る
可
能
性
が
一
番
高
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
稿
者
の
注
釈
」

　

1
9
6
3
年
の
議
事
録
に
は
、
エ
ス
テ
リ
ン
グ
選
考
委
員
長
か
ら

の
コ
メ
ン
ト
と
し
て
、
三
島
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
取
る
可
能
性
が
大
き

い
と
書
か
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
結
果
的
に
は
川
端
が
、
三
島
の
在
命
中
で
あ
る

1
9
6
8
年
に
受
賞
し
た
。
こ
の
主
な
理
由
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。

又
、『
宴
の
あ
と
』
の
翻
訳
者
が
、
委
員
会
が
定
め
た
日
本
文
学
専

門
家
の
一
人
で
あ
る
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
興
味

深
い
。

1
9
6
4
年	

川
端　

康
成

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　

35
）
日
本
文
学
に
対
し
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
行
わ
れ
た
が
、

専
門
家
か
ら
の
強
い
推
薦
が
な
く
、
特
に
川
端
に
対
し
て
強
い
反
応

が
な
か
っ
た
の
で
、
今
回
は
こ
れ
以
上
ノ
ー
ベ
ル
委
員
会
が
彼
を
推

薦
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

「
稿
者
の
注
釈
」

　

川
端
が
受
賞
し
た
1
9
6
8
年
か
ら
４
年
前
の
コ
メ
ン
ト
で
は
、

特
に
委
員
会
が
川
端
を
重
視
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
こ
と
が
窺
え

る
。

1
9
6
4
年　

	

三
島　

由
紀
夫

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　

47
）
日
本
文
学
の
専
門
家
に
よ
る
と
、
三
島
に
は
将
来
性
が
あ
る
よ

う
な
の
で
、
も
う
少
し
後
で
検
討
し
よ
う
。

　
「
稿
者
の
注
釈
」

　

ア
カ
デ
ミ
ー
が
所
有
し
て
い
る
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
る
と
、
日
本
文

学
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
は
、
先
に
触
れ
た
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
教

授
）
と
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
氏
で
あ
っ
た
。
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1
9
6
4
年	

西
脇　

順
三
郎

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　

53
）
彼
へ
の
推
薦
は
、
去
年
却
下
さ
れ
た
。

「
稿
者
の
注
釈
」

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
の
支
持
は
毎
回
低
い
が
、
議
事

録
の
中
に
数
年
間
（
1
9
5
8
年
～
1
9
6
7
年
）
に
亘
り
名
前
が

挙
が
っ
て
い
た
の
は
、
毎
年
日
本
か
ら
イ
ン
ド
文
学
研
究
者
の
辻
直

四
郎
と
、
日
本
作
家
協
会
1
9
6
1
年
）
と
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
（
日

本
学
士
院
）
1
9
6
3
年
が
推
薦
状
を
送
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

1
9
6
4
年	

谷
崎　

潤
一
郎

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　

67
）
日
本
文
学
の
専
門
家
が
、
今
回
こ
の
作
家
を
特
に
強
く
推
薦
し

た
。
日
本
人
候
補
者
の
中
で
は
、
第
一
人
者
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

彼
の
技
術
は
頂
点
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
同
時
に
、『
蒔
岡
姉
妹
』

の
英
語
訳
を
読
ん
だ
。
又
、
こ
の
英
訳
で
は
、
谷
崎
の
美
学
や
感
性
、

又
そ
の
文
体
が
上
手
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。

だ
が
、
最
近
翻
訳
さ
れ
た
短
編
小
説 

集
『Seven Japanes T

ales

』

で
は
、
谷
崎
の
芸
術
家
と
し
て
の
文
体
が
上
手
く
伝
わ
っ
て
来
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
時
に
、
彼
の
作
品
に
あ
る
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
は
、
西

洋
人
の
読
者
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
に
く
い
と
思
う
。 

　
「
稿
者
の
注
釈
」

　

こ
の
時
点
で
は
議
事
録
を
読
む
限
り
、
谷
崎
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
取

る
可
能
性
が
日
本
人
文
学
者
の
中
で
は
高
い
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、

翻
訳
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
1
9
5
7
年
に

『T
he M

akioka Sisters

』
と
し
て
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
デ
ン

ス
テ
ッ
カ
ー
に
、
又
『Seven Japanes T

ale （
注
３
）

s

』
は
、
1
9
6
3

年
に
ハ
ワ
ー
ド
・
ヒ
ビ
ッ
ト
に
よ
り
英
訳
さ
れ
て
い
る
。

1
9
6
5
年	

川
端　

康
成

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　

46
）ノ
ー
ベ
ル
委
員
会
が
依
頼
し
た
、川
端
康
成
に
関
す
る
調
査（John 

Rohnström

ヨ
ー
ン　

ロ
ー
ン
ス
ト
ロ
ー
ム
氏
に
よ
る
）
で
は
、
谷

崎
潤
一
郎
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
日
本
人
作
家
の
中
で
は
一
番
有
力

な
候
補
者
と
言
え
る
が
、
こ
れ
か
ら
引
き
続
い
て
彼
の
文
学
に
対
す

る
調
査
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
又
、
現
代
に
お
い
て
川
端
作
品
の
翻

訳
さ
れ
た
書
物
が
少
な
い
と
言
う
事
も
あ
る
。

　
「
稿
者
の
注
釈
」

　

1
9
6
4
年
度
の
コ
メ
ン
ト
で
は
、
谷
崎
潤
一
郎
が
一
番
受
賞
に



246

近
い
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
谷
崎
の
死
に
よ
り
、
状
況
が
大
き
く
変

化
し
た
こ
と
が
は
っ
き
り
と
分
か
る
。
し
か
し
依
然
と
し
て
、
川
端

へ
の
受
賞
に
繋
が
る
だ
け
の
翻
訳
が
ま
だ
少
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。

　

因
み
に
、
ヨ
ー
ン　

ロ
ー
ン
ス
ト
ロ
ー
ム
氏
と
は
、
当
時
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
市
に
あ
る
王
立
図
書
館
で
、
司
書
の
代
表
と
し
て
勤
め
て

い
た
人
物
で
も
あ
る
が
、
1
9
6
5
年
に
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
こ
の

ロ
ー
ン
ス
ト
ロ
ー
ム
氏
を
日
本
に
派
遣
し
て
、
候
補
者
の
誰
が
最
も

適
切
で
あ
る
か
を
、
日
本
で
の
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

1
9
6
5
年	

三
島　

由
紀
夫

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　

53
）三
島
の
文
学
に
関
す
る
調
査（John Rohnström
ヨ
ー
ン　

ロ
ー

ン
ス
ト
ロ
ー
ム
氏
に
よ
る
）
に
よ
る
と
、
三
島
へ
の
受
賞
は
今
後
の

課
題
と
し
て
考
察
し
た
い
。

「
稿
者
の
注
釈
」

　

こ
の
時
点
で
す
で
に
、
三
島
が
日
本
人
初
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
作

家
に
な
る
可
能
性
は
川
端
よ
り
も
低
か
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
が
、
三
島
文
学
へ
の
関
心
も
強
い
こ
と
が
分
か
る
。

1
9
6
5
年	

西
脇　

順
三
郎

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　

59
）
西
脇
に
関
す
る
調
査
（John Rohnström

ヨ
ー
ン　

ロ
ー
ン

ス
ト
ロ
ー
ム
氏
に
よ
る
）
に
よ
る
否
定
的
な
意
見
に
よ
り
、
ノ
ー
ベ

ル
委
員
会
は
、
こ
の
日
本
人
作
家
は
候
補
に
入
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

1
9
6
5
年	

谷
崎　

潤
一
郎

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　

74
）
こ
の
日
本
人
作
家
は
、
最
近
死
亡
し
た
。

「
稿
者
の
注
釈
」

　

1
9
6
5
年
７
月
30
日
に
谷
崎
が
死
亡
し
て
い
な
け
れ
ば
、
日
本

文
学
史
の
歴
史
は
変
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
予
想
で
き
る
議
事
録
で
あ

る
。
日
本
人
作
家
の
中
で
は
一
番
最
初
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
ボ
ー
ド
に
上

が
り
、
そ
の
文
学
性
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。

1
9
6
6
年	

川
端

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　

33
）
ノ
ー
ベ
ル
委
員
会
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
こ
こ
数
年
日
本
人

の
候
補
者
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
谷
崎
潤
一
郎
が
亡
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く
な
っ
た
後
で
は
、
川
端
康
成
が
唯
一
、
受
賞
資
格
の
あ
る
作
家
と

言
え
る
。
こ
こ
に
、
専
門
家
で
あ
る
伊
藤
教
授
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
が

あ
る
。
こ
れ
に
は
、
我
々
の
望
ん
だ
評
価
内
容
が
一
部
欠
け
て
い
る

と
言
う
も
の
の
、
こ
れ
を
読
ん
だ
上
で
川
端
が
日
本
の
中
で
最
も
素

晴
ら
し
い
作
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
も
し
、
川
端
が

選
ば
れ
た
場
合
、
日
本
の
読
者
は
そ
れ
に
対
し
て
異
議
は
な
く
、
賛

成
す
る
で
あ
ろ
う
。
川
端
が
、
日
本
の
国
民
の
生
活
や
モ
ラ
ル
、
美

学
を
代
表
す
る
事
と
、
西
洋
の
影
響
と
異
な
る
様
子
を
持
っ
て
い
る

文
学
で
あ
る
こ
と
が
評
価
対
象
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、『
古
都
』

の
中
で
良
く
表
れ
て
い
て
、
最
高
レ
ベ
ル
の
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
、
繊
細
で
上
品
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
詩
の
よ
う

な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
こ
の
小
説
の
中
に
あ
る
。
そ
の
エ
レ
ガ
ン
ス
な
技

法
は
西
洋
文
学
よ
り
も
繊
細
さ
と
い
う
点
で
優
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
日
本
語
以
外
で
読
め
る
川
端
の
作
品
は
限
ら
れ
て
い
る

が
、
他
の
言
語
で
読
め
る
作
品
は
川
端
の
素
晴
ら
し
さ
を
良
く
伝
え

て
い
る
。

私
が
川
端
を
第
一
の
候
補
者
に
す
る
理
由
は
、
作
品
の
す
ば
ら
し
さ

は
当
然
で
あ
る
が
、
川
端
が
受
賞
す
る
と
日
本
の
国
民
は
非
常
に
満

足
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
今
回
、
私
が
彼
を

第
一
に
推
薦
す
る
の
は
、
そ
れ
が
原
因
で
は
な
い
が
、
そ
の
事
も
一

部
考
慮
し
て
い
る
。
私
は
下
記
の
順
位
で
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
推
薦

す
る
。 

１
、
川
端
康
成

２
、S.J.A

gnon-N
elly Sachs

３
、Graham

 Greene

４
、W

.H
.A

uden.

　
「
稿
者
の
注
釈
」

　

エ
ス
ト
リ
ン
グ
選
考
委
員
長
は
、
こ
の
年
に
川
端
へ
長
文
の
コ
メ

ン
ト
と
、
推
薦
順
位
を
述
べ
て
い
た
。

　

又
、
ア
カ
デ
ミ
ー
が
依
頼
し
た
、
日
本
文
学
の
専
門
家
で
あ
る
、

伊
藤
整
氏
を
、
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、Professor Ito

「
伊
藤
教
授
」
と

記
述
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
伊
藤
氏
が
、
か
つ
て
東
京
工
業
大
学
で

教
授
と
し
て
勤
め
て
い
た
時
の
職
名
を
使
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

同
時
に
、
川
端
康
成
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
も
残
っ
て
い
る
。
こ
の

文
章
は
全
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
で
記
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
稿
者

（
大
木
）
が
日
本
語
に
訳
し
た
。
伊
藤
教
授
が
書
い
た
文
章
が
、
そ

の
後
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
に
翻
訳
さ
れ
て
ア
カ
デ
ミ
ー
に
提
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

1
9
2
0
年
代
か
ら
、
若
い
川
端
康
成
氏
は
第
一
次
世
界
大
戦
後

の
西
洋
文
学
の
感
化
を
受
け
た
が
、
彼
の
小
説
か
ら
は
そ
の
影
響
が

み
ら
れ
な
い
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
日
本
の
古
典
文
学
に
造
詣
が
深
く
、

現
在
の
作
品
に
、
そ
の
古
典
文
学
か
ら
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
し

か
し
、
川
端
の
作
品
の
中
で
一
番
重
要
な
こ
と
は
、
彼
の
性
格
や
生
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を
完
成
さ
せ
る
の
に
も
約
３
年
か
か
っ
た
。

1
9
5
3
年　

日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
9
6
6
年
４
月
11
日
東
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

整

「
稿
者
の
注
釈
」

　

谷
崎
潤
一
郎
の
死
亡
後
、
こ
の
年
の
議
事
録
と
日
本
文
学
専
門
家

か
ら
の
コ
メ
ン
ト
に
よ
り
、
川
端
康
成
の
受
賞
の
可
能
性
が
が
大
き

く
な
っ
た
こ
と
が
解
る
。
同
時
に
、
ア
カ
デ
ミ
ー
が
日
本
の
読
者
の

事
を
考
察
し
、
川
端
の
受
賞
が
そ
の
点
で
も
適
当
で
あ
る
と
考
え
て

い
た
。
尚
、
文
中
後
半
に
記
し
て
い
る
、
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
と
、
日

本
学
士
院
と
は
異
な
る
。

1
9
6
6
年	

西
脇　

順
三
郎

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　

49
）
ア
カ
デ
ミ
ー
が
日
本
文
学
の
専
門
家
の
コ
メ
ン
ト
を
読
ん
だ
上

で
、
推
薦
を
拒
否
し
た
。

1
9
6
7
年	

川
端　

康
成

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　

い
立
ち
が
作
品
に
現
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。

私
が
感
じ
る
に
は
、
彼
は
典
型
的
な
親
の
い
な
い
子
供
の
性
格
を
持

ち
合
わ
せ
て
い
る
か
と
も
思
う
が
、
彼
は
貧
し
く
育
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
又
、
彼
の
作
品
の
中
か
ら
彼
の
両
親
へ
の
憧
憬
が
深
く
伝
わ
っ

て
来
る
。

人
生
と
い
う
の
は
、
儚
い
も
の
で
あ
る
。
美
し
い
も
の
や
本
物
の
愛

へ
の
思
い
出
こ
そ
が
人
生
で
最
も
大
切
な
物
で
あ
る
。
こ
れ
は
間
違

い
な
く
川
端
の
価
値
観
で
も
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
を
彼
の
作
品
の

中
に
描
写
し
よ
う
と
し
て
い
る
。そ
の
最
も
顕
著
な
例
と
し
て
は
、『
雪

国
』
の
最
初
の
章
で
あ
る
。
若
い
女
性
二
人
が
電
車
の
中
に
座
っ
て

い
る
が
、
一
人
が
も
う
一
人
の
若
い
女
性
を
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
て
い

る
場
面
で
あ
る
。
川
端
は
皮
肉
や
現
実
を
拒
否
す
る
タ
イ
プ
で
は
な

い
。
客
観
的
で
、
平
凡
な
描
写
は
芸
術
の
中
で
は
価
値
が
な
い
。
芸

術
で
最
も
大
切
な
も
の
は
、
本
物
の
美
や
忠
実
な
愛
で
あ
る
。
こ
れ

は
お
そ
ら
く
、
川
端
の
価
値
観
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
文
学
の
構
成

や
文
脈
を
見
れ
ば
、
川
端
の
作
品
は
時
に
は
大
雑
把
に
も
見
え
る
が
、

強
調
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
れ
ら
が
日
本
の
文
学
や
芸
術
の
な
か
で
最

も
よ
く
使
わ
れ
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
と
も
言
え
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
全
体
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
部
分
を
取
り
出
し
、
そ
れ
ら
を

詳
し
く
分
析
・
描
写
し
、
そ
れ
以
外
の
部
分
は
大
き
く
ま
と
め
る
方

法
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
歌
麿
や
広
重
の
芸
術
作
品
の
中
に
も

み
ら
れ
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
も
言
え
る
。
こ
れ
を
知
っ
た
上
で
川
端
の

作
品
を
理
解
す
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
川
端
は
、
日
本
の
古
典
文

学
と
両
親
の
死
な
ど
か
ら
得
た
死
生
観
を
、
上
手
く
自
分
の
作
品
の

中
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

谷
崎
潤
一
郎
が
亡
く
な
っ
た
の
で
、
現
在
で
は
川
端
以
外
に
日
本
の

文
学
を
代
表
す
る
作
家
と
し
て
他
の
日
本
人
作
家
を
挙
げ
る
こ
と
出

来
な
い
。

川
端
康
成
の
履
歴
書

1
8
9
9
年
６
月
11
日
（
マ
マ
）
大
阪
生
ま
れ
。
彼
の
父
、
栄
吉
は

医
者
で
あ
っ
た
が
、
川
端
が
２
歳
の
時
に
死
亡
。

母
の
ゲ
ン
は
そ
の
翌
年
に
死
亡
。
川
端
は
盲
目
の
父
方
の
祖
父
に
育

て
ら
れ
た
。
そ
の
川
端
の
祖
父
は
彼
が
16
歳
の
時
に
、
姉
も
ま
た
川

端
が
10
歳
の
時
に
死
亡
。
そ
れ
以
降
、
祖
父
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
川

端
の
母
方
の
叔
父
が
川
端
の
面
倒
を
見
た
。

1
9
1
7
年
に
東
京
の
高
校
に
入
学
。

1
9
2
0
年
に
東
京
大
学
の
文
学
部
に
入
学
。
こ
れ
は
、
日
本
人
の

中
で
最
も
高
い
レ
ベ
ル
の
教
育
で
あ
る
。
1
9
2
4
年
に
そ
の
東
京

大
学
を
卒
業
。

作
家
と
し
て
の
道
は
1
9
2
1
年
か
ら
始
ま
っ
た
。『
新
思
潮
」
と

い
う
文
学
雑
誌
を
友
人
と
共
に
出
し
、
そ
の
中
に
「
招
魂
祭
一
景
」

を
発
表
し
た
。

1
9
2
3
年
に
は
、『
文
芸
春
秋
』
と
い
う
利
益
目
的
の
雑
誌
で
、
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小
説
と
評
論
を
執
筆
し
、
川
端
の
師
と
言
え
る
菊
池
寛
に
よ
っ
て
出

版
さ
れ
た
。

1
9
2
4
年
に
、
新
し
い
文
学
雑
誌
で
あ
る 

『
文
芸
時
代
』
を
発
刊

し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ダ
ダ
イ
ズ
ム
や
未
来
主
義
に
影
響
を

受
け
た
若
い
作
家
を
こ
の
中
で
紹
介
し
た
。

1
9
2
8
年
に
『
伊
豆
の
踊
子
』
を
書
き
上
げ
た
。

そ
の
小
説
の
モ
チ
ー
フ
は
、
学
生
時
代
の
東
京
の
西
南
に
あ
る
山
の

中
に
あ
る
温
泉
を
探
索
し
た
時
の
経
験
を
基
に
書
い
た
。

そ
の
小
説
は
、
浪
漫
主
義
で
田
園
生
活
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
大

衆
芸
人
家
族
の
中
の
一
員
で
あ
る
若
い
女
の
子
と
主
人
公
の
恋
愛
を

描
写
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
小
説
は
人
気
を
得
た
。

川
端
は
、
こ
れ
に
よ
り
人
気
を
得
て
有
名
に
な
り
そ
の
後
、
多
く
の

文
学
作
品
を
発
表
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
そ
の
中
で
最
も
大
切
な
も
の

で
あ
る
。

1
9
3
3
年　

『
禽
獣
』
こ
れ
は
主
人
公
が
世
話
を
し
た
犬
や
鳥
を

描
写
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
川
端
自
身
の
養
子
で
あ
っ
た
こ
と
の
経

験
が
出
て
い
る
。

1
9
3
7
年　

川
端
の
代
表
作
で
あ
る
『
雪
国
』
を
完
成
し
た
が
、

こ
れ
を
書
き
上
げ
る
の
に
２
年
半
の
年
月
を
費
や
し
た
。（
英
訳
と

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
訳
あ
り
）

1
9
4
8
年　

日
本
の
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
就
任
。

1
9
5
2
年　

『
山
の
音
』『
千
羽
鶴
』
を
完
成
。
こ
れ
ら
の
作
品

を
完
成
さ
せ
る
の
に
も
約
３
年
か
か
っ
た
。

1
9
5
3
年　

日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
9
6
6
年
４
月
11
日
東
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

整

「
稿
者
の
注
釈
」

　

谷
崎
潤
一
郎
の
死
亡
後
、
こ
の
年
の
議
事
録
と
日
本
文
学
専
門
家

か
ら
の
コ
メ
ン
ト
に
よ
り
、
川
端
康
成
の
受
賞
の
可
能
性
が
が
大
き

く
な
っ
た
こ
と
が
解
る
。
同
時
に
、
ア
カ
デ
ミ
ー
が
日
本
の
読
者
の

事
を
考
察
し
、
川
端
の
受
賞
が
そ
の
点
で
も
適
当
で
あ
る
と
考
え
て

い
た
。
尚
、
文
中
後
半
に
記
し
て
い
る
、
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
と
、
日

本
学
士
院
と
は
異
な
る
。

1
9
6
6
年	

西
脇　

順
三
郎

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　

49
）
ア
カ
デ
ミ
ー
が
日
本
文
学
の
専
門
家
の
コ
メ
ン
ト
を
読
ん
だ
上

で
、
推
薦
を
拒
否
し
た
。

1
9
6
7
年	

川
端　

康
成

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　
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34
）
谷
崎
潤
一
郎
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
、
日
本
人
作
家
の
中
で
は
川

端
が
候
補
の
一
番
に
あ
げ
ら
れ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
川
端
の
作
品

す
べ
て
を
把
握
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
最
近
出
た
ド
イ
ツ
語
訳

の
『
古
都
』
が
、
川
端
の
高
い
レ
ベ
ル
を
表
し
て
い
る
と
評
価
出
来

る
。
彼
の
作
品
か
ら
は
、
繊
細
さ
と
謎
め
い
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
感
じ

ら
れ
る
。
ま
た
、
詩
歌
な
ど
は
、
礼
儀
正
し
く
伝
統
的
な
ニ
ュ
ア
ン

ス
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
る
と
、
と
も
す
れ
ば
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
芸
術
が
、
川
端
芸
術
の
陰
に
位
置
し
て
い
る
と
さ
え
言
え
る
。

「
稿
者
の
注
釈
」

　

こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
、「
川
端
の
全
作
品
を
す
べ
て
把
握
す
る
の

は
困
難
で
あ
る
が
」
と
は
、
当
時
の
翻
訳
作
品
の
本
数
の
問
題
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

1
9
6
7
年	

三
島　

由
紀
夫

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　

41
）
川
端
よ
り
も
年
下
の
三
島
は
多
彩
な
才
能
を
持
っ
て
い
る
。
そ

れ
ら
は
、
西
洋
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
も
言
え
る
。
三
島
の

英
訳
さ
れ
た
最
新
の
作
品
で
あ
る
『
午
後
の
曳
航
』
は
、
港
町
で
船

乗
り
が
何
か
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
少
年
た
ち
に
殺
さ
れ
る
と
い
う

物
語
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
で
あ
る
、
ア
ン
ド
レ　

ジ
ッ
ド
を
思
い
出
す
。
こ
の
作
品
の
中
で
、
殺
人
を
描
写
す
る
際
に

は
、
無
機
質
な
感
情
を
表
現
し
て
い
る
。
三
島
の
多
彩
な
才
能
は
、

こ
れ
か
ら
も
成
長
し
続
け
る
だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
る
が
、
現
時
点
で

は
川
端
の
方
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
は
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
。

1
9
6
7
年	

西
脇　

順
三
郎

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　

46
）
こ
の
推
薦
者
に
対
し
て
は
、
す
で
に
前
回
ア
カ
デ
ミ
ー
が
取
り

下
げ
て
い
る
。

1
9
6
8
年	

川
端　

康
成

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　

37
）
こ
の
作
家
へ
の
去
年
の
評
価
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
確
信
出
来

る
こ
と
は
、
川
端
康
成
は
、
日
本
の
文
学
界
を
代
表
す
る
作
家
で
あ

る
と
言
え
る
。

1
9
6
8
年	

三
島　

由
紀
夫

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　

47
） 

我
々
は
、
三
島
由
紀
夫
の
才
能
に
つ
い
て
、
今
ま
で
何
度
も
取
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り
上
げ
て
き
た
。
こ
の
作
家
は
こ
れ
か
ら
も
そ
の
才
能
を
伸
ば
し
て

行
く
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
想
で
き
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
完
成
さ
れ
て

い
る
と
は
言
え
な
い
。

「
稿
者
の
注
釈
」

　

こ
の
年
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
閲
覧
す
る
と
、
川
端
康
成
が
受
賞
す
る

こ
と
は
、
す
で
に
過
去
の
評
価
に
基
づ
い
て
あ
る
程
度
決
定
さ
れ
て

い
た
よ
う
に
読
め
る
。
日
本
人
作
家
が
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
選
考
資
料

に
残
っ
た
1
9
5
8
年
か
ら
数
え
て
、
11
年
目
に
し
て
初
の
日
本
人

作
家
の
受
賞
と
そ
の
理
由
が
明
記
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
同
時
に
、
最

後
ま
で
川
端
康
成
と
並
ん
で
評
価
を
受
け
て
い
た
の
は
、
三
島
由
紀

夫
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

1
9
6
9
年	

井
上　

靖

「
選
考
委
員
会
の
コ
メ
ン
ト
」　

44 

）
こ
の
推
薦
者
に
関
し
て
は
、
こ
れ
以
上
調
査
す
る
必
要
は
な
い
。

今
、
ま
た
新
た
に
日
本
人
へ
賞
を
授
与
す
る
こ
と
は
な
い
と
言
え
る

か
ら
で
あ
る
。

「
稿
者
の
注
釈
」

　

こ
の
年
に
は
、
三
島
由
紀
夫
へ
の
推
薦
が
挙
が
っ
て
お
ら
ず
、
日

本
人
作
家
へ
は
、
井
上
靖
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
読
み
進
め
て
い
く
と
、
推
薦
へ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
と
年
度
が
、
受
賞
に
大
き
く
左
右
し
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
。

　

又
、
今
ま
で
必
ず
川
端
康
成
、
三
島
由
紀
夫
、
西
脇
順
三
郎
と
同

時
に
ボ
ー
ド
に
挙
が
っ
て
い
た
の
が
、
川
端
康
成
の
受
賞
と
共
に
、

三
島
と
西
脇
の
名
前
が
消
え
て
い
た
の
も
興
味
深
い
。
そ
こ
に
、
本

年
度
初
め
て
、
井
上
靖
の
名
前
が
挙
が
っ
た
も
の
の
、
こ
の
年
の
コ

メ
ン
ト
を
読
む
と
、
日
本
人
に
は
既
に
去
年
授
与
し
た
の
で
、
今
年

又
新
た
に
日
本
人
作
家
を
調
査
す
る
必
要
が
な
い
、
と
い
う
言
う
意

味
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
授
与
す
る
国
を
毎
年
あ
る
程
度

ば
ら
つ
か
せ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

次
の
日
本
人
受
賞
者
と
な
っ
た
、
大
江
健
三
郎
（
1
9
9
4
年
）

は
、
川
端
の
受
賞
か
ら
26
年
後
（
1
9
9
4
年
）
で
あ
っ
た
。

注（
１
）　

ア
ー
カ
イ
ブ
記
載
例

1
9
5
8
年
度
の
谷
崎
潤
一
郎
へ
の
コ
メ
ン
ト

８
）Junichiro T

anizaki. D
en föreslagne betraktas som

 
Japans ledande författare i våra dagar, och hans nam

n 
börjar nu bli känt genom

 översättningar till europeiska 
språk. H

ans m
ärkligaste verk torde vara den brett anlagda 

fam
iljerom

anen 

“systerna M
akioka

”. H
an fram

träder här 
som

 en lysande observatör av seder och sam
hällstecken i 
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sitt hem
land under den fortskridande krisen före och efter 

kriget, där all inhem
sk tradition håller på att försvinna i 

den internationella sm
ältugnen. T

anizaki arbetar som
 en 

välskolad naturalist, m
en m

ed fint sinne för psykologiska 
valörer och lokalkolorit.  I hans även till svenska översatta 

“Några föredraga nässlor

”, en rom
an i m

indre form
at, är 

det artistiska greppet likaledes m
ästerligt, och den japanska 

verkligheten presenteras där i en slöja av öm
t vem

od. 
K

om
m

ittén betygar sitt intresse för förslaget, m
en är icke 

beredda att f.n.  anbefalla detsam
m

a.

（
２
）　

サ
ン
＝
ジ
ョ
ン
・
ペ
ル
ス　

フ
ラ
ン
ス
出
身
の
詩
人
。
1
9
6
0
年

に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
。

イ
ヴ
ォ
・
ア
ン
ド
リ
ッ
チ　

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
出
身
の
小
説
家
。

1
9
6
1
年
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
。

（
３
）　

『Seven Japanese T
ales

』 

1
9
6
3
年
に
英
訳
さ
れ
た
短
編
集

で
、
1
9
1
0
年
～
1
9
5
9
年
ま
で
の
７
つ
の
作
品
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。「
刺
青
」（
1
9
1
0
年
）「
恐
怖
」（
1
9
1
3
年
）「
私
」

（
1
9
2
1
年
）「
青
い
花
」（
1
9
2
2
年
）「
盲
目
物
語
」

（
1
9
3
1
年
）「
春
琴
抄
」（
1
9
3
3
年
）「
夢
の
浮
橋
」（
1
9
5
9

年
）


